
名ギタリスト稲垣の最後の録音を含む
盟友レーモンとのデュオ・アルバム
待望の国内盤発売！

●稲垣 稔　Minoru Inagaki

兵庫県明石市出身。11 歳でギターを始め、佐本博、近藤敏明両氏に師事。1975 年第２回
日本ギターコンクール第１位。77 年渡仏、パリ国立高等音楽院ギター科に入学、A. ラゴヤ
氏に師事、同音楽院を首席で卒業。パリ U.F.A.M. 国際音楽コンクールギター部門第１位。
第 6回セゴビア国際ギターコンクール第１位、第 6回ガルニャーノ国際ギターコンクール最
高位、サブレ国際ギターコンクール第１位。1993年、第48回文化庁主催芸術祭音楽部門「芸
術祭賞」を受賞。1995 年、兵庫県より「兵庫県芸術奨励賞」を受賞。また、同年イケヤ = 

セキ彗星の発見者として名高い関勉氏により、新発見の惑星に「イナガキ」の名が付けら
れた。これは現代ギタリストとしてはセゴビアに次いで２人目となる。CD「ソナチネ」「フ
ァンタジア」「レヴリ」( 以上 1994 年）「Songs」（2006 年）などを発表し、いずれもレコー
ド芸術誌等で特選などの高い評価を得る。フランス、スペイン、イタリア、スイス、韓国、
日本等でコンサートや講習会を催すほか、TV・ラジオにも出演し、幅広い活動を行なった。
2013年 6月、胸腺ガンのため逝去、享年 54歳。 

●ジャン・マリー・レーモン   Jean Marie Raymond

ギタリスト、作曲家、指揮者、教師。パリ・エコールノルマル音楽院にて A. ポンセ、J. イノホサ
に学ぶ他、E.プジョールにも学ぶ。多くのコンクールで優勝の他、教師としてフランス最高位のディ
プロマを獲得。1977 年小澤征爾指揮パリ管弦楽団と共演。1999 年フランスのギター雑誌
「Guitare Classique」を創刊。生涯の友である稲垣稔とともに録音（「４手によるギター」、後に
「KIZUNA」に再編）を制作。現在ソリストとして、また Trio Sortileges（Fl,G,Vc）として国際的に
活動している。その作品の多くはOZプロダクション（カナダ・ケベック）より出版されている。

発売元：ウッドノート・スタジオ
http://www.kyoto.zaq.ne.jp/woodnote/

woodnote@kyoto.zaq.ne.jp

●税込価格 2,730 円（税抜 2,600 円）
●品番：WNCD-1010　　●JANコード：4582373240109
●全国有名楽器店、Amazon.co.jp、他にて販売
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絆 KIZUNA

※この CDは J.M. レーモン氏と Les Productions d'OZ(Quebec) の認可のもと、日本限定盤として制作されています。
※この CDの音源は、d'OZ の DZ 1653 と同一です。

稲垣 稔 （ギター）

ジャン・マリー・レーモン（ギター）
Minoru Inagaki & Jean Marie Raymond (guitar) 

【稲垣 稔　ソロ】

　  KIZUNA（絆）（J.M. レーモン）
1　　 　荘重な前奏曲
2　　　ノスタルジックなアダージョ
3　　　表情豊かなアレグロ

4  水面に映る影に寄せて（J.M. レーモン）

【ジャン・マリー・レーモン　ソロ】

5  ジャルダン・スクレ（J.M. レーモン）

6  エメラルドの都（J.M. レーモン）

7  月の下で歌う（J.M. レーモン）

8  サンタ・アナ・クルーズ（J.M. レーモン）

【稲垣 稔＆ジャン・マリー・レーモン　デュオ】

　  ８つのスペインと南米の小品集（L. ウィリアムズ編）
9　　　サラマンカ
10　　　ボレーリャス・セビリャーナス
11　　　リンダ・アミーガ
12　　　ムーア人の織物
13　　　港
14　　　トゥトゥ・マランバ
15　　　白い大地
16　　　キューバ風

17  オリエンタル（E. グラナドス）

18  スペイン舞曲第１番（M.de ファリャ）

19  暁の光（J.M. レーモン）

20  南方の彼方へ（J.M. レーモン）

21  ソルヴェーグの歌（E. グリーグ）

22  アニトラの踊り（E. グリーグ）

23  夢（C. ドビュッシー）

　  ２つのアルゼンチン民謡舞曲（J. アギーレ）
24　　　第１番
25　　　第２番

26  エル・パティオ（C. グァスタビーノ）

●このアルバムについて　
　この CDのデュオ部分は 1982 年に録音され、当時 LP レコードとして発売さ
れたものである。多くの CD化の要望を受け、稲垣 稔と J.M.レーモン双方がそ
れぞれソロを新たに録音し、デュオと併せて 1枚の CDとして 2012年にカナダ
の d'OZ社より発売された。
　稲垣のソロ部分の録音は 2011 年 10 月に大阪のスタジオで行われたが、その
直後に病気が発覚、闘病の後、一時は来日したレーモンのリサイタルにゲスト
出演するなど回復の兆しも見られたが、病魔はさらに進行し、2013 年 4 月近江
楽堂でのリサイタルを最後に、ついに 6 月に稲垣は不帰の人となった。願わく
ば日本の少しでも多くの稲垣ファン、ギターファンに、彼の最後の録音を届け
たいという想いで、この CDの日本盤を制作するものである。


